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『
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
人
経
営
新
聞
の
歴
史
』
　
（
角
川
学
芸
出
版
＝
一
一
五
〇
〇
円
、
税
別
）
）

≒
満
州
に
お
け
る
日
本
人
経
営
新
聞
の
歴
史
』
　
（
凱
風
社
＝
四
四
〇
〇
円
、
税
別
）
γ

本
書
二
冊
は
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
前
半
、

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
国
外
で
い
か
な
る
発
展
を
遂
げ
た

か
を
示
す
歴
史
を
明
解
に
論
述
し
て
い
る
。

蛇
原
八
郎
『
海
外
邦
字
新
聞
雑
誌
史
』
（
一
九
三
六
年
）

を
源
に
、
日
本
人
移
民
が
多
か
っ
た
北
米
や
ハ
ワ
イ
、

南
米
で
発
行
さ
れ
た
日
本
語
新
聞
の
研
究
は
「
聴
き
と

り
で
つ
づ
る
新
聞
史
」
（
『
別
冊
新
聞
研
究
』
、
日
本
新
聞

協
会
）
を
は
じ
め
、
田
村
紀
雄
・
東
京
経
済
大
学
名
誉

教
授
、
白
水
繁
彦
・
駒
津
大
学
教
授
ら
の
労
作
が
あ
る
。

『
戦
争
と
新
聞
』
　
（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
八
年
）
　
の
よ

う
に
、
満
州
や
南
方
へ
の
新
聞
進
出
を
描
い
た
著
作
も

刊
行
さ
れ
、
若
い
研
究
者
が
関
心
を
持
つ
領
域
に
な
り

つ
つ
あ
る
。

『
満
州
に
お
け
る
日
本
人
経
営
新
聞
の
歴
史
』
　
は
著

者
の
博
士
論
文
（
上
智
大
学
）
を
基
に
出
版
さ
れ
た
極

め
て
領
域
を
絞
っ
た
学
術
書
の
た
め
、
『
朝
鮮
に
お
け

る
日
本
人
経
営
新
聞
の
歴
史
』
　
の
方
が
一
般
に
は
読
み

や
す
い
感
が
あ
る
。
と
は
い
え
両
書
と
も
膨
大
な
原
資

料
（
こ
こ
で
は
主
に
当
時
現
地
で
刊
行
さ
れ
た
新
聞
）

を
発
掘
し
、
発
表
し
た
こ
と
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究

の
み
な
ら
ず
、
高
い
評
価
を
得
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
そ
れ
ら
に
基
づ
き
、
当
時
の
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
実
態
を
分
析
、
経
営
者
の
報
道
姿
勢
の
み
な
ら

ず
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
の
思
惑
、
政
府
と
の
関
係
、
さ

ら
に
は
植
民
地
政
策
を
絡
め
て
社
会
を
描
き
出
し
て
い

る
。
「
あ
り
の
ま
ま
の
事
実
を
つ
づ
る
」
と
い
う
原
点

に
立
つ
貴
重
な
書
で
あ
る
。

舞
台
は
現
在
の
中
国
東
北
地
方
。
日
本
が
満
洲
国
と

い
う
か
い
ら
い
国
家
を
つ
く
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
国
国

内
で
は
「
偽
満
」
と
呼
称
す
る
教
育
を
受
け
て
き
た
者

も
少
な
く
な
い
。
そ
の
地
で
、
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四

～
〇
五
年
）
直
後
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
日
刊
の
日
本

語
新
聞
が
五
十
五
紙
も
発
行
さ
れ
た
と
い
う
。

戦
前
の
満
州
、
朝
鮮
で
日
本
語
新
聞
、
取
り
も
直
さ

ず
日
本
人
経
営
の
新
聞
が
多
く
発
行
さ
れ
た
の
は
、
大

東
亜
共
栄
圏
構
想
に
端
を
発
す
る
植
民
地
政
策
の
結
果

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、

新
橋
駅
で
釜
山
や
平
壌
、
大
連
、
ハ
ル
ビ
ン
行
き
の
切

符
が
買
え
た
時
代
に
あ
っ
て
　
（
九
㌻
）
、
国
策
会
社
と

言
え
る
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
（
満
鉄
）
　
の
存
在
が
新

聞
事
業
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
も
ま
た
事
実
で

ある。草
創
期
は
　
『
満
州
日
報
』
　
（
一
九
〇
五
年
）
　
を
創
刊

し
た
中
島
真
雄
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
個
人
経
営
の

新
聞
の
時
代
で
あ
っ
た
。
続
く
時
代
の
新
聞
は
　
『
満
州

日
日
新
聞
』
　
（
一
九
〇
七
年
）
　
の
よ
う
に
満
鉄
傘
下
に

置
か
れ
た
新
聞
が
多
く
、
そ
れ
は
や
が
て
一
九
三
一
年

の
満
州
事
変
を
機
に
関
東
軍
主
導
下
に
一
元
化
さ
れ

た
。
そ
し
て
消
滅
の
時
を
迎
え
る
。

一
方
、
朝
鮮
の
新
聞
史
を
見
る
と
、
近
代
新
聞
成
立

期
に
福
澤
諭
吉
の
命
を
受
け
た
井
上
角
五
郎
ら
が
　
『
漠

城
旬
報
』
　
（
漢
語
、
一
八
八
三
年
）
　
を
創
刊
し
た
こ
と

な
ど
、
日
本
人
が
深
く
関
わ
っ
た
。
前
書
と
同
じ
日
本

人
経
営
の
新
聞
と
い
っ
て
も
、
日
本
語
新
聞
ば
か
り
で

な
く
、
朝
鮮
語
（
ハ
ン
グ
ル
語
）
、
英
語
の
新
聞
が
含

ま
れ
る
。
清
国
の
影
響
力
排
除
を
目
的
と
し
て
新
聞
が

刊
行
さ
れ
た
か
は
別
と
し
て
も
、
そ
の
歴
史
的
背
景
か

ら
、
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
人
経
営
の
新
聞
、
日
本
語
新

聞
の
存
在
と
影
響
は
満
州
と
は
ま
た
異
な
る
も
の
で
あ

った。朝
鮮
総
督
府
が
武
断
か
ら
文
化
統
治
に
切
り
替
わ
る

中
、
新
聞
界
は
抵
抗
し
っ
つ
も
見
事
に
対
応
し
て
ゆ
く

さ
ま
を
、
著
者
は
丹
念
に
検
証
し
て
い
る
。
四
二
年
の

新
聞
統
廃
合
＝
戦
争
協
力
へ
の
道
は
日
本
国
内
と
同
じ

過
程
を
示
し
、
新
聞
事
業
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
一
時
代

の
終
焉
で
本
書
は
帰
結
す
る
。

こ
の
二
書
を
読
み
、
読
者
は
何
を
思
う
だ
ろ
う
か
。

日
中
韓
の
歴
史
解
釈
は
と
も
か
く
、
戦
前
の
外
地
と
い

う
限
定
的
空
間
に
お
け
る
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
栄
枯
盛
衰

を
通
し
て
、
中
国
（
人
）
、
韓
国
　
（
人
）
　
に
と
っ
て
日

本
（
人
）
　
と
い
う
存
在
が
何
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
そ

の
逆
の
立
場
で
は
ど
う
い
う
存
在
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
過
去
の
こ
と
で
は
な
く
、
現

在
、
将
来
に
延
々
と
続
く
問
い
な
の
で
あ
る
。

（
鈴
木
　
雄
稚
＝
上
智
大
学
文
学
部
教
授
）


